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【
歴
史
】
二
〇
一
二
（
平

成
二
十
四
）
年
、
志
段
味
西

小
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
開

校
。
当
時
の
児
童
数
は
三
百

六
十
八
人
で
、
現
在
は
九
百

七
十
三
人
が
学
ん
で
い
る
。

　

【
特
色
】
「
学
校
に
対
し

て
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る

地
域
の
方
々
と
、
豊
か
な
緑

に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
」
と

藤
澤
健
校
長
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
老
人
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
朝
の
通

学
路
に
立
つ
ほ
か
、
地
域
の

お
年
寄
り
有
志
「
ほ
ほ
え
み

子
供
見
守
り
隊
」
が
下
校
時

に
付
き
添
う
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
〝
地
域
ぐ
る

み
〟
で
見
守
っ
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
の
人
が
先
生
に

な
り
、
す
き
や
く
わ
、
脱
穀

機
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
、
昔

の
農
機
具
に
つ
い
て
教
え
る

授
業
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

【
取
り
組
み
】
学
校
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
「
仲
間
と
共
に
、

創
り
上
げ
よ
う
！
」
で
、
本

年
度
の
学
校
努
力
点
は
「
自

ら
学
ぶ
下
志
の
子
」
。

　

高
学
年
を
中
心
に
子
ど
も

た
ち
の
手
で
行
事
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
な
ど
、
自
主
性

を
生
か
そ
う
と
す
る
活
動
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

運
動
会
に
は
例
年
、
児
童

主
導
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
応

援
団
が
登
場
。
そ
の
ほ
か
、

金
曜
朝
の
児
童
集
会
で
は
歌

や
ダ
ン
ス
、
ク
イ
ズ
ほ
か
、

み
ん
な
で
楽
し
め
る
出
し
物

を
考
え
て
催
し
て
い
る
。

　

【
校
長
先
生
か
ら
下
志
段

味
小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
】
自
ら
進
ん
で
考

え
、
や
っ
て
失
敗
し
て
、
や
れ

ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
自
信

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

下
志
段
味
小
学
校

　下
志
段
味
島
ノ
口

          

一
八
二
五

やればできるんだという自信に

吹き抜けがあり、木製の長いすやテー
ブルも設けられた「センターホール」

　

〈
お
知
ら
せ
〉
「
守
山
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
グ
ル

ー
プ
紹
介
」
は
、
今
回
お
休
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ー
ル
パ
ッ
ク
し
て
届
け
て
い

る
」
な
ど
と
新
聞
販
売
店
の
仕

事
を
詳
し
く
伝
え
た
。

　

「
（
題
字
に
）
東
海
地
方
に

ま
つ
わ
る
イ
ラ
ス
ト
が
五
つ
隠

れ
て
い
ま
す
」
の
ク
イ
ズ
に
は

元
気
よ
く
手
を
挙
げ
て
答
え
る

児
童
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
、
授

業
の
感
想
に
つ
い
て
は
「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
」
や
「
い
ろ
い

ろ
知
る
こ
と
が
で
き
て
少
し
賢

く
な
れ
た
と
思
う
」
と
話
し
て

い
た
。

近
隣
の
中
日
新
聞
販
売
店
と
中

日
新
聞
社
も
協
力
。
児
童
一
人

一
人
に
当
日
の
朝
刊
を
配
り
、

「
一
日
当
た
り
約
三
百
本
の
記

事
が
載
っ
て
い
る
」

と
新
聞
の
特
長
な
ど

か
ら
説
明
し
た
。

　

ま
た
パ
ソ
コ
ン
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
い
、
取
材
か
ら
家

庭
に
届
く
ま
で
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る

人
た
ち
の
様
子
を
紹

介
。
新
聞
印
刷
に
使

う
ア
ル
ミ
製
の
板

〝
刷
版
〟
の
実
物
も

見
せ
た
ほ
か
、
「
雨

の
日
は
新
聞
を
ビ
ニ

幹
夫

　

【
洋
画
】
①
井
上
憲
俊
②
篠

崎
富
子
③
花
嬢
舞
妃
子
④
安
江

寿
久
⑤
中
崎
淳
子
⑥
稲
垣
鬨
雄

　

【
彫
刻
】
③
小
出
信
和

　

【
工
芸
】

②
臼
井

司

④
寺
尾
賢
一

⑤
安
藤
博
明

⑥
古
野
司　

　

ま
た
作
品
募
集
に
は
六
十
六

点
が
寄
せ
ら
れ
、
区
美
術
振
興

会
役
員
に
よ
る
審
査
で
入
賞
者

・
作
品
が
決
ま
っ
た
。
う
ち
、

市
長
賞
と
区
長
賞
は
「
名
古
屋

市
民
美
術
展
」
（
十
一
月
十
七

―
二
十
二
日
、
名
古
屋
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
栄
＝
中
区
栄
四
）
に

出
品
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
部
門
の
入

賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
。
①
市
長

賞
②
区
長
賞
③

美
術
振
興
会
長

賞
④
区
政
協
力

委
員
協
議
会
議

長
賞
⑤
教
育
委

員
会
賞
⑥
中
日

賞
　

【
日
本
画
】

①
服
部
美
代
子

③
猿
渡
緑
④
横

井
幸
男
⑥
川
口

　

同
展
で
は
毎
年
、
区
内
在
住

・
在
勤
者
ら
が
手
掛
け
た
日
本

画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書

道
・
写
真
を
紹
介
。
五
十
八
回

目
の
こ
と
し
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
ウ
ェ
ブ
展
と
し
て
催
さ
れ
て

お
り
、
守
山
区
役
所
講
堂
で
の

展
示
は
行
わ
れ
な
い
。

 

【
書
道
】
①
大
谷
和
子
②
松

田
紫
鵬
③
井
上
稔
子
④
坂
み
ゆ

き
⑤
宮
原
昂
大
⑥
長
谷
喜
代
子

　

【
写
真
】
①
河
田
悦
夫
②
三

輪
茂
③
鈴
木
克
美
④
佐
藤
貴
子

⑤
大
曽
根
大
典
⑥
梅
村
隆
夫

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

入
賞
作
品
を
掲
載
し
て
い
る

区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
第


回
守
山
区
民
美
術
展
」
で
検

索
、
ま
た
は
左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
。

矢
野
新
聞
店
の
店
主
が
務
め
、

　

中
日
新
聞
販
売
店
な
ど
に
よ

る
「
出
前
授
業
」
が
先
月
二
十

三
日
に
白
沢
小
学
校
＝
白
沢
町

＝
で
開
か
れ
、
二
年
生
の
八
十

四
人
が
「
新
聞
が
届
く
ま
で
」

を
テ
ー
マ
に
学
ん
だ
。

　

自
分
た
ち
の
生
活
と
地
域
で

働
く
人
々
と
の
関
わ
り
を
知
る

な
ど
、
生
活
科
の
授
業
の
一

つ
。
こ
と
し
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
児

童
が
学
区
へ
出
掛
け
て
学
ぶ

「
町
探
検
」
が
中
止
に
な
り
、
代

わ
り
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

講
師
は
守
山
白
沢
専
売
店
・

テ
ー
マ
は
「
新
聞
が
届
く
ま
で
」

中
日
新
聞
販
売
店
な
ど
が
白
沢
小
で
「
出
前
授
業
」

ことしはウェブ展で「守山区民美術展」

新聞販売店の仕事や新聞に関す
る知識を伝える授業が行われた

日本画【市長賞】服部美代子
「私をかたづくる物」

日
本
画
【
美
術
振
興
会
長
賞
】
猿
渡
緑
「
碧
」

洋画【市長賞】井上憲俊「天使」

洋
画
【
美
術
振
興
会
長
賞
】
花
嬢
舞
妃
子
「
喜
び
」

書道【市長賞】
大谷和子「紅葉」

書道【区長賞】
松田紫鵬「倪元璐詩」

書道【美術振興会
長賞】井上稔子
「孫過庭の書論」

彫
刻
【
美
術
振
興
会
長
賞
】
小
出
信
和

工芸【区長賞】臼井 司
「きり絵（曼陀羅模様）」

写真【区長賞】
三輪茂「ぬくもりの館」

写真【市長賞】
河田悦夫「幻の竜」

写真【美術振興会長賞】
鈴木克美「ダース・ベイダー」

洋画【区長賞】篠崎富子「森は生きている」

　ことしはウェブ展で―。恒例の「守山区民美術展」（区役所・区美術振興会など主催、中日新聞社後援）が、守山区公式ホー

ムページ上で開催中。月日（月）まで、入賞作品点を掲載している。　※入賞者・作品の紹介部分は敬称略


